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2022 年度 第 4 回山梨県 U15 バスケットボール選手権大会 

兼 Jr.ウインターカップ 第 3 回全国 U15 バスケットボール選手権大会 山梨県予選会 

実施要項 

 

1．主 催 一般社団法人 山梨県バスケットボール協会 

 

 

2．主 管 一般社団法人 山梨県バスケットボール協会 

U15 バスケットボール連盟 

 

 

3．後 援 山梨県教育委員会  山梨県小中学校体育連盟 

 

 

4．協  賛  株式会社 モルテン 

 

 

5．期    日 2022 年 11 月 19 日（土） 11 月 23 日（祝水） 

 

 

6．会 場    昭和町総合体育館（C・D コート 19 日男子） 

                富士北麓公園体育館        （A・B コート 19 日女子 23日男女） 

 

 

7．大会方式 トーナメント戦によるノックアウト方式  

 

 

8．競技規則    
（1）2022バスケットボール競技規則（Official Basketball RUles 2021）による。 

但し、1クォーター8分とする。 

（2）マンツーマンディフェンスの基準規則による。 

（3）ユニフォームは、2022年4月1日時点の公益財団法人日本バスケットボール協会ユニフォー

ム規則による。但し、スポンサー名を入れる場合は、名称や図柄等について未成年が着用す

るにふさわしいものとし、その可否は事前に大会実施委員会へ提出し、許可を得ること。 

各チームは濃色・淡色の各ユニフォームを用意し、濃淡同番号とする。その他、身につける

ものは、競技規則に準ずる。 

また原則として、組合せ番号が若いチームを淡色(白色)とするが、2回戦以降については、対

戦する両チームの話し合いの上、変更しても良い。その際、両チーム淡色は不可とし、濃色

の際は同系色以外の着用を認めるものとし、試合日前日までに大会運営本部に申し出て許可

を得ることとする。 

（4）外国籍選手(JBA 基本規程に基づく)の出場は、コート上 5名のうち 1 名以内とする。 

 

 

9．大会使用球  モルテン BG5000 【男子：7 号球 （B7G5000） 女子：6 号球（B6G5000）】 

 

 

 

 

 

調整中 
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10．参加資格 

（1）2022年度において、都道府県バスケットボール協会を経て、公益財団法人日本バスケット

ボール協会U15カテゴリーに登録されたチームおよび競技者であること。 

（2）選手の年齢は、2007年(平成19年)4月2日から2010年(平成22年)4月1日までに生まれた

者（中学1年生から3年生）。 

（3）選手は、2022年5月27日（金）までにJBAに登録されていること。 

（4）山梨県U15リーグが本大会の推薦大会（JBA規定）として位置づけられているため、山梨 

県U15リーグに参加しているチーム及び選手のみが本大会に参加することができる。 

（5）外国籍選手(JBA基本規程に基づく)の大会エントリーは1チームあたり2名までとする。 

（6）ベンチで指揮を執るコーチはJBA公認D級コーチ以上を保有していること。なお、ベンチで

指揮を執るコーチは、試合前、テーブルオフィシャルズにてスコアシートにサインする際、

必ずJBA公認コーチ登録証を提示すること。また、試合中はJBA公認コーチ登録証を首か

ら下げること。 

（7）チーム責任者は、年齢が2022年4月1日時点で20歳以上の者で、チームを代表して対外的

な窓口となり、参加にかかる手続き等ができること。また、チームに帯同し、チームの最終

責任者として活動できる者であること。 

（8）選手、チームスタッフは大会14日前～大会期間中において、以下に該当しないこと。 

1 37.5℃以上の発熱がある 

2 咳（せき）、のどの痛みなどの風邪症状がある 

3 だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難）がある 

4 臭覚や味覚の異常がある 

5 体が重く感じる、疲れやすい等がある 

6 新型コロナウイルス感染症陽性者と判定された者との濃厚接触がある 

7 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる 

8 過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間が必要とされている国、地域等へ

の渡航又は当該在住者との濃厚接触がある 

※上記に該当した際は、主催者にて大会参加を取り消す場合がある。 

 

11．チーム構成 

1チームの大会エントリーは、スタッフ4名以内(コーチ、アシスタントコーチ、チーム責任 

者、マネージャー)、選手15名の計19名以内とする。 

※上記に加えて、トレーナー1名をチームに帯同することができる。 

トレーナーは、ベンチエリアの外でトレーナー行為のみをおこなうものとする。 

 

12．申込方法及び期日 

・本大会への参加申し込みは、2022 年 9月 23 日（金）までにジュニアウインターカップ山 

梨県予選実施委員会へ申し込むこと。 

・山梨県バスケットボール協会U15バスケットボール連盟ホームページより、所定の書式をダ 

ウンロードし、9月23日（金）18時00分までに下記メールアドレスまで送付すること。 

他の申込方法、一切の遅延を認めない。 

・尚、責任者が押印した申込書（原本）と参加料は、抽選会当日に提出をすること。 

 

 

〇山梨県バスケットボール協会U１５バスケットボール連盟ホームページ 

http://jhs.yamanashibasketball.jp/ 

 

〇ジュニアウインターカップ山梨県予選実施委員会（問い合わせ先） 

  一般社団法人 山梨県バスケットボール協会 

U15カテゴリー ジュニアウインターカップ担当 

中央市立田富中学校 山田 庸介 

tech024@tatomi-jhs.city-chUo.ed.jp 

http://jhs.yamanashibasketball.jp/
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13．大会参加料  1チーム3、000円とする。 

 

 

14．組み合わせ抽選会及び代表者会議 

2022 年 10 月 1 日（土）19 時 00 分～  場所：田富中学校 

 

 

15．エントリー変更 

（1）エントリー変更は、大会前日の 2022 年 11 月 18 日（金）19:00 までに、定められた方 

法でジュニアウインターカップ山梨県予選実施委員会に申し出なければならない。 

但し、エントリー変更を行う選手およびスタッフについては、本項「10.参加資格」を満た 

していること。 

（2）エントリー変更において、選手の変更があってもユニフォーム番号のみの変更はできない。 

 

 

16．開 会 式  今大会では開会式は行わない 

 

 

17．表 彰 式  競技終了後、直ちに行う 

          優勝、準優勝、第 3位のチームを表彰する 

 

 

18．ベ ン チ  組み合わせ番号が若いチームがテーブルオフィシャルズに向かって右側とする 

 

 

19．T O    TO4 名及びフロアキーパー2 名が次のゲームのテーブルオフィシャルズを担う 

出場チームが決定したところで、TO 担当で割り当てを行う。 

 

 

20．競技要項 （1）試合時間について 

1 試合の時間を 1 時間 40 分で設定し定刻で試合開始する。前試合の終了が

遅れた場合は、消毒終了後から 20 分間のコートアップの時間を確保する。 

※出場チーム数に応じて、変更する場合がある。 

（2）ウォーミングアップについて 

・試合前のウォーミングアップは自チームベンチ側の反対コートで行う。 

前試合のハーフタイムのアップは行わない。 

・会場の外や、アップコートを使ったウォーミングアップについては、各会場

の「会場使用上の注意」に沿って行う 

（3）消毒作業について 

各試合後の消毒は専門部員、各チームスタッフで行い、選手は速やかに退場

させる。会場撤収時も同様に行う。 

（4）マンツーマンコミッショナーについて 

全ての試合において、マンツーマンコミッショナーを参加チームのスタッフ

及び大会役員から配置する。 

（5）コーチライセンスについて 

コーチライセンスを取得しているコーチは、必ずライセンスを身に付けて 

ベンチに入ること。 
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21．注意事項 （1）会場への入場と退場について 

          各チームの会場入りは、試合開始の 60分前とする（密を避けるため）。ただ

し、TO を担当する選手に限り、担当する試合開始 15 分前までに入場する。 

試合や TO が終わったらすみやかに帰宅する。 

（2）「U15 連盟 健康チェックシート」について 

各チーム責任者は「U15 連盟 健康チェックシート」を回収し内容を確認し

たうえで選手を入場させる。 

回収した「U15 連盟 健康チェックシート」は大会本部へ提出する。1日目

を勝ち上がったチームには返却し、2 日目も同様に提出する。 

（3）「U15 連盟 新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドライン」について 

各チームで熟読し、これに沿った行動をする。 

        （4）「会場使用上の注意」について 

各チームで熟読し、これに沿った行動をする。 

ギャラリーの使用や選手の待機場所もこれに含む。 

 

 

22．規律委員会  本大会における手続きや競技会等について、規律ガイドラインに定める手続きに

沿って、大会規律委員会で速やかに対応する。 

 

 

23．そ の 他 提出書類に記載されたデータ（画像データ含む）は、主催者が大会運営のため大会

プログラムや大会公式サイトなどに使用するほか、大会報道を目的として報道機関

に提供することがある。その他、個人情報および肖像権の取り扱いについては別途

定める。 


